
省エネの取組

第1回 カーボンニュートラル対応セミナー

省エネは儲かるもの



会 社 概 要

社 名 大分製紙株式会社

設 立 年 1953年

事業内容 家庭用紙製造販売(トイレットペーパー、キッチンタオル)

社 員 数 230名（うち本社・大分工場60名）

年間売上高 141億円

年間生産量 70,000ｔ（全国シェア7％）
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会 社 概 要

本社・大分工場

豊前工場

九州製紙㈱
北九州工場

主原料

パルプ

古紙

ブレンド
（パルプ+古紙）

生産製品

キッチンタオル
トイレットペーパー

トイレットペーパー

トイレットペーパー
※フォーミング抑制剤

2※製紙工程で発生する廃棄物を利用して鉄鋼会社の製鉄工程で発生するガスによる泡立ちを抑制する製品
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機密文書溶解サービス
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生産比率(％)
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会 社 概 要

本社・大分工場

主原料

パルプ

生産製品

キッチンタオル・
トイレットペーパー
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生産比率(％)
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多品種小ロット生産で、他社と差別化を図り、
高付加価値化を推進している
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家庭紙の製造工程

原料工程

抄紙工程

加工工程

包装工程

出荷工程
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家庭紙の製造工程

原料工程

抄紙工程

加工工程

包装工程

出荷工程

パルプを大きな洗濯機の
ようなものに落としいれ
て、水を加えて溶解して
いきます。

パルプ

パルパー設備
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家庭紙の製造工程

原料工程

抄紙工程

加工工程

包装工程

出荷工程

③ドライヤー
に貼り付ける

④蒸気で乾燥させる

①溶解した原料をシート状にする

②脱水する

⑤巻き取る
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家庭紙の製造工程

原料工程

抄紙工程

加工工程

包装工程

出荷工程

リワインダー

ログソー

裁断し、キッチンタオルやトイレットペーパーの大きさにする

直径の小さなロールに
巻替える
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家庭紙の製造工程

原料工程

抄紙工程

加工工程

包装工程

出荷工程

包装機

ケーサー

パレタイザー

ロールをフィルムに包装する

パックをケース詰めする

ケースをパレットに積みつける



省エネ法による指定区分

第１種エネルギー管理指定工場
原油換算値 (3,000kL/年以上）

電 力 1,800 ｋL/年

天然ガス 1,600 ｋL/年

合 計 3,400 ｋL/年
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大分工場が考える「儲かる省エネ」

省エネ法：エネルギー消費原単位を年平均1％以上低減

儲かる省エネ

同時に行う

エネルギー
消費原単位 ＝

エネルギー使用量

生産量

減らす

増やす
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大分工場の省エネと生産性向上の取組

・製品切替時間の短縮

・設備トラブル時の復旧時間の短縮
（トラブル対応教育）

・包装工程設備のレイアウト変更

・検査機器の導入

・新商品対応包装機の導入
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・コンプレッサーの運転方法の見直し

（3台定格運転→2台定格運転）

・コンプレッサーのインバータ化
（2台定格運転→1台定格+1台負荷制御）

・蒸気ドレンの熱を回収する熱交換器の導入

・24時間使用する照明設備のLED化

・電灯用変圧器をトップランナー変圧器に更新

・原料の繊維をほぐすポンプの小型化

・原料工程のフロー変更によるポンプ停止

・製品切替時間と設備トラブル時の復旧時間
の短縮

（教育、訓練による操業技術の向上）

・包装工程設備のレイアウト変更
（安全性と作業性の向上）

・検査機器の導入（品質と作業性の向上）

・包装機の導入（新商品の生産）



2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

生産量 100.0 102.1 104.9 105.6 107.1 110.2

エネルギー使用量 100.0 94.6 92.3 93.4 92.5 91.5

エネルギー消費原単位 100.0 92.6 87.9 88.5 86.3 83.0
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2018年度まで、省エネは順調
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10％

8.5％

17％



2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

生産量 100.0 102.1 104.9 105.6 107.1 110.2 109.5

エネルギー使用量 100.0 94.6 92.3 93.4 92.5 91.5 92.3

エネルギー消費原単位 100.0 92.6 87.9 88.5 86.3 83.0 84.3
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
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2019年度は省エネが停滞

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

エネルギー
消費原単位増

エネルギー
使用量増



新たな展開

エネルギー管理標準作成支援プログラム

IoT化

① 熟練工の技術の数値化

② 振動監視・診断システムの導入

③ エネルギー管理標準作成

④ 省エネ案件の掘り起こし
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エネルギー
使用量の低減

生産性向上

と
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IoT化

操業条件や環境条件により調整している蒸

気圧や薬品流量を数値化し、データ化する

システム

①熟練工の技術の数値化

大分県ものづくり中小企業IoTチャレンジ補助金
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原因不明の振動音の解明により、

生産速度を向上する取組

大分大学 理工学部 創生工学科
との振動解析の共同研究

②振動監視・診断システムの
導入

（令和元年度） （令和2年度）



新たな展開
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エネルギー
使用量の低減

生産性向上

と
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エネルギー管理標準作成支援プログラム

2020年8月～2021年3月（8か月間）

第1回 エネルギーの使用に関する現状把握

第2回 エネルギー管理標準・管理規定の作成指導

第3回 エネルギー管理標準・管理規定の精査

第4回 エネルギー管理標準の評価・採点

③エネルギー管理標準作成 ④省エネ案件の掘り起こし

設備は過大能力ではないか

洗浄用高圧ポンプ インバータ化

コンプレッサー 無負荷運転の解消

脱水用ルーツブロワ インバータ化

一般財団法人 省エネルギーセンター

乾燥用蒸気ボイラー 設定圧力の低減

電力

天然ガス

120ｋｗｈ/日

3％

240ｋｗh/日

100ｋｗh/日

青字：実施済み

削減量

削減率



生産量 100.0 102.1 104.9 105.6 107.1 110.2 109.5 109.6
エネルギー使用量 100.0 94.6 92.3 93.4 92.5 91.5 92.3 88.6
エネルギー消費原単位 100.0 92.6 87.9 88.5 86.3 83.0 84.3 80.9
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
生産量 100.0 102.1 104.9 105.6 107.1 110.2 109.5 109.6
エネルギー使用量 100.0 94.6 92.3 93.4 92.5 91.5 92.3 88.6
エネルギー消費原単位 100.0 92.6 87.9 88.5 86.3 83.0 84.3 80.9
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省エネと生産性向上の今後の展開

エネルギー管理システムの構築

全社エネルギー管理
委員会
(1回/年)

工場エネルギー管理
委員会

(1回/3カ月)
目標、方針、計画

の策定

問題点の抽出

取組実績の評価

設備管理規定

設備管理標準

設備管理規定

設備管理標準

保全日報の作成保全日報の作成

予兆保全
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エネルギー管理規定

エネルギー管理標準

エネルギー管理規定

エネルギー管理標準
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温室効果ガス算定排出量の実績推移

「儲かる省エネ」の取組により必然的に温室効果ガス排出量も減少している

全体 産業
削減率 46% 38%

2030年度の温室効果ガス削減目標

（環境省のホームページ参照）

(2013年度比)
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3.7％削減



大分製紙株式会社の環境方針（抜粋）

地球温暖化対策の推進に対し、

生産から物流までの管理可能なすべての活動において、

二酸化炭素の削減に取り組みます。

省エネルギーの推進と

ご清聴ありがとうございました。


